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は
じ
め
に

　
『
豊
後
国
風
土
記
』
は
『
日
本
書
紀
』
と
類
似
の
文
辞
を
持
つ
。
そ
の
た
め
、

『
豊
後
国
風
土
記
』
研
究
の
柱
の
一
つ
は
『
日
本
書
紀
』
と
の
関
係
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
特
に
両
書
で
一
致
す
る
文
辞
が
あ

る
こ
と
に
注
目
し
つ
つ
、『
豊
後
国
風
土
記
』
が
採
っ
た
叙
述
方
法
と
そ
の

意
味
に
つ
い
て
、
い
さ
さ
か
卑
見
を
述
べ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

一　
『
豊
後
国
風
土
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
の
関
係
│
研
究
史
│

　
『
豊
後
国
風
土
記
』
は
『
肥
前
国
風
土
記
』
な
ど
と
と
も
に
九
州
風
土
記

と
し
て
一
括
り
に
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
九
州
諸
国
の
風
土
記
の
編
纂
に
大

宰
府
が
関
与
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
り
、
こ
う
し
た
扱
い
方
に
必
然
性
が
あ

る
の
は
確
か
だ
が
、
こ
の
点
は
本
稿
の
後
の
方
で
触
れ
る
こ
と
と
し
、
ひ
と

ま
ず
は
『
豊
後
国
風
土
記
』
に
絞
っ
て
考
察
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

　
『
豊
後
国
風
土
記
』
に
つ
い
て
の
言
及
は
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
目
立

ち
始
め
る
が
、
研
究
史
上
特
筆
す
べ
き
な
の
は
井
上
通
泰
の
業
績
で
あ
る１
。

井
上
の
研
究
が
画
期
的
だ
っ
た
の
は
、
九
州
諸
国
風
土
記
の
現
存
本
（
所
謂

流
布
本
）
と
『
釈
日
本
紀
』
な
ど
に
残
さ
れ
る
逸
文
と
の
書
式
の
違
い
に
注

目
し
た
点
に
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
九
州
諸
国
の
風
土
記
は
複
数
の
グ
ル
ー

プ
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
井
上
は
そ
の
グ
ル
ー
プ
を
三

種
類
と
し
た
の
だ
が
、
こ
の
点
は
現
在
改
め
ら
れ
て
二
種
類
と
す
る
こ
と
が

定
説
で
あ
る
。
し
か
し
、
二
種
を
呼
び
分
け
る
甲
類
・
乙
類
の
名
称
は
井
上

の
命
名
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
。
井
上
の
研
究
を
起
点
と
し
、
以
後
の
研

究
は
複
雑
な
様
相
を
呈
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

研
究
史
に
お
い
て
は
、
甲
類
・
乙
類
と
も
に
『
日
本
書
紀
』
と
の
関
係
が

常
に
問
題
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
三
者
で
内
容
が
酷
似
す
る
記
事
が
見

ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
。
た
だ
し
、
文
辞
の
一
致
と
い
う
観
点
か
ら
『
日
本
書

紀
』
と
の
関
係
が
よ
り
問
題
と
な
る
の
は
甲
類
風
土
記
（
本
稿
が
問
題
に
す
る

現
存
『
豊
後
国
風
土
記
』
は
こ
ち
ら
に
属
す
る
）
の
方
で
あ
る
。
は
じ
め
に
述
べ

た
よ
う
な
稿
者
の
関
心
の
置
き
所
か
ら
も
、
本
稿
で
は
甲
類
風
土
記
に
絞
っ

て
言
及
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
『
日
本
書
紀
』
と
『
豊
後
国
風
土
記
』
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
は
、
兄
弟
関

　

『
豊
後
国
風
土
記
』
の
叙
述
方
法

│
│ 

伝
承
形
成
方
法
の
変
質 

│
│

伊　

藤　
　
　

剣
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係
に
あ
る
の
か
親
子
関
係
に
あ
る
の
か
が
問
題
に
さ
れ
て
き
た
。
現
在
の
と

こ
ろ
、
次
の
四
通
り
の
見
解
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

１
親
子
関
係
（『
日
本
書
紀
』
か
ら
『
豊
後
国
風
土
２記

』）

２
親
子
関
係
（『
豊
後
国
風
土
記
』
か
ら
『
日
本
書
３紀

』）

３
兄
弟
関
係４

４
不
明５

　

一
般
的
な
考
え
方
は
１
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
次
の
二
点
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
一
点
目
は
、
天
皇
名
を
は
じ
め
と
す
る
人
名
の
表
記
が
、
両
書

間
で
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る６
。
例
え
ば
、
欽
明
天
皇
は
両
書
と
も

に
「
天
国
排
開
広
庭
天
皇
」
と
記
さ
れ
る
（『
古
事
記
』
の
表
記
は
「
天
国
押
波

流
岐
広
庭
天
皇
」
で
あ
る
）。
ま
た
、『
豊
後
国
風
土
記
』
総
記
に
登
場
す
る
「
莵

名
手
」
の
表
記
は
、『
日
本
書
紀
』
も
同
様
で
あ
る
（『
先
代
旧
事
本
紀
』
巻
一

〇
国
造
本
紀
で
は
、「
宇
那
足
尼
」
と
記
さ
れ
る
。「
莵
名
手
」
と
「
宇
那
足
尼
」
は
同

一
人
物
と
目
さ
れ
る
）。
二
点
目
は
、
両
書
の
間
で
非
常
に
似
通
っ
た
文
辞
が

見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
、『
日
本
書
紀
』
か
ら
『
豊
後
国
風
土
記
』
へ
の
書
承
関
係
を
説

く
た
め
に
は
、
も
う
少
し
踏
み
込
ん
だ
説
明
が
必
要
だ
ろ
う
。
事
実
、
井
上

通
泰
は
文
辞
の
類
似
と
い
う
同
じ
根
拠
を
示
し
つ
つ
、『
豊
後
国
風
土
記
』

か
ら
『
日
本
書
紀
』
へ
の
流
れ
を
示
し
て
い
る７
。

　

た
だ
、
先
に
結
論
か
ら
述
べ
れ
ば
、
稿
者
も
通
説
と
同
様
、『
日
本
書
紀
』

か
ら
『
豊
後
国
風
土
記
』
へ
の
書
承
関
係
を
考
え
て
い
る
。
稿
者
な
り
の
根

拠
は
節
を
改
め
て
示
す
こ
と
に
し
た
い
。

二　
『
日
本
書
紀
』
か
ら
『
豊
後
国
風
土
記
』
へ
の
書
承
関
係

　

両
書
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
際
に
稿
者
が
注
目
し
た
い
の
は
、
景
行

紀
一
二
年
一
〇
月
条
に
あ
る
、
ハ
ヤ
ツ
ヒ
メ
の
進
言
を
受
け
て
始
ま
る
話

と
、
こ
れ
と
比
較
さ
れ
る
『
豊
後
国
風
土
記
』
大
野
郡
・
速
見
郡
の
記
事
の

在
り
方
で
あ
る
。左
に
引
用
文
を
掲
げ
て
お
く
。上
段
が
『
豊
後
国
風
土
記
』、

下
段
が
景
行
紀
で
あ
る
。
文
辞
が
一
致
し
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
は
傍
線
を

施
し
た
。

①
昔
者
、
纏
向
日
代
宮
御
宇
天
皇
、

在w

球
覃
行
宮z

仍
欲p

誅w

鼠
石

窟
土
蜘
蛛a

而
詔w

群
臣a

伐w

採

海
石
榴
樹a

作p

椎
為p

兵
。
即

簡w

猛
卒a

授w

兵
椎q

以
、
穿p

山

靡p

草
、
襲w

土
蜘
蛛a

而
悉
誅

殺
。
流
血
没p

踝
。
其
作p

椎
之
処
、

曰w

海
石
榴
市z

亦
流p

血
之
処
、

曰w

血
田q

也
。（
大
野
郡
）

②
昔
者
、
纏
向
日
代
宮
御
宇
天
皇
、

欲p

誅w

球
磨
贈
於a

幸w

於
筑

紫a

従w

周
防
国
佐
婆
津q

発
船
而

渡
、
泊w

於
海
部
郡
宮
浦z

時
、

於w
此
村q

有w

女
人z

名
曰w

速
津

媛z
為w
其
処
之
長z

即
聞w

天
皇

行
幸a
親
自
奉p

迎
奏
言
「
此
山

到w

速
見
邑z

②
有w

女
人z

曰w

速
津
媛z

為w

一
処
之
長z

其
聞w

天
皇
車
駕a

而
自
奉p

迎
之
諮
言

「
玆
山
有w

大
石
窟z

曰w

鼠
石

窟z

有w

二
土
蜘
蛛z

住w

其
石

窟z

一
曰p

青
。
二
曰p

白
。
又
於w

直
入
県
祢
疑
野a

有w

三
土
蜘

蛛z

一
曰w

打
猨z

二
曰w

八
田z

三
曰w

国
摩
侶z

是
五
人
、
並
其

為
人
強
力
、
亦
衆
類
多
之
。
皆
曰

『
不p

従w

皇
命q

』。
若
強
喚
者
、

興p

兵
距
焉
」。
天
皇
悪
之
、
不

p

得w

進
行z

即
留w

于
来
田
見

邑a

権
興w

宮
室q

而
居
之
。
仍

与w

群
臣q

議
之
曰
「
今
多
動w

兵

衆a

以
討w

土
蜘
蛛z

若
其
畏w

我
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大
野
郡
・
速
見
郡
の
記
事
は
と
も
に
鼠
石
（
磐
）
窟
の
土
蜘
蛛
に
つ
い
て

言
及
す
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
土
蜘
蛛
の
名
で
あ
る
ア
ヲ
・
シ
ロ
が
記
載
さ
れ

る
位
置
を
問
題
に
し
た
い
。『
豊
後
国
風
土
記
』
に
は
土
蜘
蛛
関
係
記
事
が

随
所
に
見
ら
れ
る
。
景
行
紀
に
名
称
の
見
え
る
土
蜘
蛛
は
、『
豊
後
国
風
土

記
』
も
そ
の
名
称
を
記
す
の
が
通
例
で
あ
る
。
鼠
石
（
磐
）
窟
に
穴
居
す
る

土
蜘
蛛
ア
ヲ
・
シ
ロ
も
例
外
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
両
名
の
名
は
、
初
出
の

大
野
郡
で
は
な
く
、
後
出
の
速
見
郡
で
初
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
記
事
の
在
り
方
は
、
一
見
す
る
と
不
自
然
な
も
の
に
感
じ
ら
れ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
景
行
紀
を
並
べ
て
み
る
こ
と
で
、
解
決
に
向
け
た
一

つ
の
糸
口
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
引
用
文
に
も
示
し
て
お
い
た
よ
う

に
、
大
野
郡
は
景
行
紀
の
後
半
部
分
と
共
通
の
文
辞
を
持
つ
も
の
の
、
景
行

紀
の
対
応
箇
所
に
ア
ヲ
・
シ
ロ
の
名
は
な
い
。
一
方
、
速
見
郡
は
景
行
紀
の

前
半
部
分
と
文
辞
を
共
有
す
る
も
の
の
、
景
行
紀
の
対
応
箇
所
に
は
ア
ヲ
・

シ
ロ
の
名
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
後
出
の
速
見
郡
の
方
が
鼠
石

（
磐
）
窟
の
土
蜘
蛛
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
を
し
て
い
る
理
由
は
、『
豊
後
国

風
土
記
』
が
景
行
紀
の
前
半
部
分
を
引
用
し
た
た
め
な
の
で
あ
る
。
同
じ
こ

と
だ
が
、
初
出
の
大
野
郡
条
で
『
豊
後
国
風
土
記
』
が
鼠
石
（
磐
）
窟
の
土

蜘
蛛
に
つ
い
て
詳
細
を
記
さ
な
い
の
は
、
既
に
こ
の
土
蜘
蛛
に
つ
い
て
説
明

を
施
し
て
い
る
景
行
紀
後
半
部
分
を
引
用
し
た
結
果
と
言
え
る
。

　

も
っ
と
も
、
両
書
間
に
は
微
妙
な
字
句
の
違
い
も
見
ら
れ
る
。
だ
が
、
こ

れ
は
奈
良
時
代
の
文
献
引
用
の
態
度
と
し
て
不
自
然
な
も
の
で
は
な
い
。
例

え
ば
、『
日
本
書
紀
』
は
述
作
に
あ
た
り
様
々
な
中
国
の
典
籍
を
参
考
に
し

て
い
る
が
、
そ
れ
を
引
用
す
る
際
、
一
字
一
句
そ
の
ま
ま
に
引
き
写
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
多
少
の
字
句
の
変
更
が
な
さ
れ
る
場
合
も
多
々
確
認
さ

れ
る
。『
豊
後
国
風
土
記
』
の
引
用
態
度
は
、
当
時
の
引
用
の
在
り
方
と
し

て
決
し
て
異
例
な
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
小
島
憲
之
の
言
う
よ
う
に
、

『
豊
後
国
風
土
記
』
と
景
行
紀
の
こ
れ
だ
け
の
一
致
は
、
兄
弟
関
係
よ
り
も

親
子
関
係
を
示
し
て
い
る
と
考
え
た
方
が
自
然
に
な
る８
。
同
時
に
、
両
書
間

の
文
辞
の
一
致
は
、
書
写
の
段
階
で
大
野
郡
条
か
ら
ア
ヲ
・
シ
ロ
の
名
が
脱

落
し
た
可
能
性
を
極
め
て
低
い
も
の
に
す
る
。

　

な
お
、『
日
本
書
紀
』
の
文
辞
の
引
用
は
、『
豊
後
国
風
土
記
』
に
複
数
見

ら
れ
る
。

有w

大
磐
窟z

名
曰w

鼠
磐
窟z

土

蜘
蛛
二
人
住
之
。
其
名
曰w

青
・

白z
又
於w

直
入
郡
祢
疑
野a

有w
土
蜘
蛛
三
人z

其
名
曰w

打
猨
・

八
田
・
国
摩
侶z

是
五
人
、
並
為

p

人
強
暴
、
衆
類
亦
多
在
。
悉
皆

謠
云
『
不p

従w
皇
命q
』。
若
強
喚

者
、
興p

兵
距
焉
」。
於p
玆
、
天

皇
遣p

兵
、
遮w

其
要
害a
悉
誅

滅
。
因p

斯
名
曰w

速
津
媛
国z
後

人
、
改
曰w

速
見
郡z

（
速
見
郡
）

兵
勢a

将
隠w

山
野a

必
為w

後

愁q

」。
則
①
採w

海
石
榴
樹a

作

p

椎
為p

兵
。
因
簡w

猛
卒a

授w

兵

椎a

以
穿p

山
排p

草
、
襲w

石
室

之
土
蜘
蛛a

而
破w

于
稲
葉
川

上a

悉
殺w

其
黨z

血
流
至p

踝
。

故
時
人
其
作w

海
石
榴
椎q

之
処
、

曰w

海
石
榴
市z

亦
血
流
之
処
曰w

血
田q

也
。（
一
二
年
一
〇
月
）

③
同
天
皇
（
景
行
天
皇
│
稿
者
注
）、

欲p

伐w

土
蜘
蛛
之
賊a

幸w

於
柏

峡
大
野z

々
中
有p

石
。
長
六
尺
、

広
三
尺
、
厚
一
尺
五
寸
。
天
皇
、

祈
曰
「
朕
将p
滅w

此
賊a

当i

蹶w

天
皇
初
将p

討p

賊
、
次w

于
柏
峡

大
野z

其
野
有p

石
。
長
六
尺
、

広
三
尺
、
厚
一
尺
五
寸
。
天
皇
祈

之
曰
「
朕
得p

滅w

土
蜘
蛛q

者
、

将
蹶w

玆
石a

如w

柏
葉q

而
挙
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③
は
、
地
名
た
る
「
野
」
に
結
び
付
く
か
、
遺
物
た
る
「
石
」
に
結
び
付

く
か
、『
豊
後
国
風
土
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
で
関
心
の
向
か
う
先
が
異
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
と
も
に
そ
の
起
源
と
な
る
景
行
天
皇
の
行
為
の
描
写
は

酷
似
し
て
い
る
。
ま
た
、
④
は
豊
前
国
京
都
（
京
）
か
ら
豊
後
国
大
分
へ
の

景
行
天
皇
の
移
動
を
記
す
点
が
同
じ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
傍
線
を
施
し
た
よ

う
に
地
名
起
源
の
根
幹
と
な
る
箇
所
の
表
現
が
両
書
間
で
一
致
し
て
い
る
。

当
該
条
の
『
日
本
書
紀
』
へ
の
依
拠
の
度
合
は
相
当
に
強
い
。

　

如
上
の
こ
と
か
ら
、『
豊
後
国
風
土
記
』
の
成
立
年
代
は
『
日
本
書
紀
』

成
立
以
後
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
ま
た
、
そ
の
下
限
も
、
秋
本
吉
郎
が

郷
の
下
に
里
を
置
い
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
示
し
た
天
平
一
一
年
説
に
落
ち

着
き
そ
う
で
あ
る９
。

三　
『
豊
後
国
風
土
記
』
の
『
日
本
書
紀
』
受
容
態
度

　

前
節
で
は
、
文
辞
の
引
用
と
い
う
事
実
か
ら
『
豊
後
国
風
土
記
』
が
景
行

紀
に
依
拠
し
た
文
献
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。『
豊
後
国
風
土
記
』
の
景

行
紀
へ
の
強
い
依
拠
ぶ
り
は
、
ど
う
や
ら
別
の
観
点
か
ら
も
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
具
体
例
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
く
。
前

節
同
様
、
上
段
が
『
豊
後
国
風
土
記
』、
下
段
が
景
行
紀
で
あ
る
。

玆
石a

譬
如w

柏
葉q

而
騰y

」。
即

蹶
之
、
騰p

如w

柏
葉z

因
曰w

蹶

石
野z

（
直
入
郡
）

④
昔
者
、
纏
向
日
代
宮
御
宇
天
皇
、

従w

豊
前
国
京
都
行
宮q

幸w

於
此

郡a

遊w

覧
地
形a
嘆
曰
、「
広
大

哉
、
此
郡
也
。
宜p
名w
碩
田
国q

【
碩
田
、
謂w

大
分q

】」。
今
、
謂w

大
分q

斯
其
縁
也
。（
大
分
郡
）

焉
」。
因
蹶
之
。
則
如p

柏
上w

於

大
虚z

故
号w

其
石a

曰w

蹈
石q

也
。（
一
二
年
一
〇
月
）

天
皇
遂
幸w

筑
紫a

到w

豊
前
国
長

峡
県a

興w

行
宮q

而
居
。
故
号w

其
処q

曰p

京
也
。
冬
十
月
、
到w

碩
田
国z

其
地
形
広
大
亦
麗
。
因

名w

碩
田q

也
。【
碩
田
、
此
云w

於

保
岐
陀z

】（
一
二
年
九
月
・
一
〇
月
）

⑤
昔
者
、
纏
向
日
代
宮
御
宇
大
足
彦

天
皇
、
征w

伐
球
磨
贈
於a

凱
旋

之
時
、
発w

筑
後
国
生
葉
行
宮a

幸w

於
此
郡z

有p

神
、
名
曰w

久

津
媛z

化
而
為p

人
参
迎
、
弁w

申

国
消
息z

因p

斯
曰w

久
津
媛
之

郡z

今
、
謂w

日
田
郡q

者
訛
也
。

（
日
田
郡
）

⑥
昔
者
、
纏
向
日
代
宮
御
宇
天
皇
、

行
幸
之
時
、
此
野
有w

土
蜘
蛛z

名w

曰
打
猨
・
八
田
・
国
摩
侶q

等

三
人
。
天
皇
、
親
欲p

伐w

此
賊a

在w

玆
野a

勅
歴w

労
兵
衆z

因

謂w

祢
疑
野a

是
也
（
直
入
郡
）

⑦
同
天
皇
（
景
行
天
皇
│
稿
者
注
）、

到w

的
邑q

而
進
食
。
是
日
、
膳
夫

等
遺p

盞
。
故
時
人
号w

其
忘p

盞

処q

曰w

浮
羽z

今
謂p

的
者
訛
也
。

昔
筑
紫
俗
号p

盞
曰w

浮
羽z

（
一

八
年
八
月
）

「
…
又
於w

直
入
県
祢
疑
野a

有w

三
土
蜘
蛛z

一
曰w

打
猨z

二
曰w

八
田z

三
曰w

国
摩
侶z

…
」
…

復
将p

討w

打
猨a

侄

度w

祢
疑

山z

時
賊
虜
之
矢
、
横
自p

山
射

之
。
流w

於
官
軍
前q

如p

雨
。
天

皇
更
返w

城
原a

而
卜w

於
水
上z

便
勒p

兵
、
先
撃w

八
田
於
祢
疑

野q

而
破
。
爰
打
猨
謂p

不w

可

勝a

而
請p

服
。
然
不p

聴
矣
。
皆

自
投w

澗
谷q

而
死
之
。（
一
二
年
一

〇
月
）

即
留w

于
来
田
見
邑a

権
興w

宮
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⑤
景
行
紀
に
は
生
葉
行
宮
か
ら
日
田
郡
へ
の
天
皇
行
幸
記
事
が
な
い
。
し

か
し
、『
豊
後
国
風
土
記
』
の
「
凱
旋
」
な
る
語
は
、
景
行
紀
一
八
年
八
月

に
南
九
州
の
征
討
・
巡
狩
を
終
え
、
的
邑
（
す
な
わ
ち
生
葉
）
に
辿
り
着
い
た

と
あ
る
記
事
と
矛
盾
し
な
い
。
景
行
紀
に
は
、
引
用
文
の
直
後
、
天
皇
の
帰

京
日
が
記
さ
れ
る
が
、『
豊
後
国
風
土
記
』
の
記
述
は
景
行
紀
の
記
事
の
間

を
縫
っ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
次
の
⑥
『
豊
後
国
風
土
記
』

の
記
事
は
景
行
紀
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
土
蜘
蛛
討
伐
記
事
に
基
づ
く
も
の
で

あ
り
、
⑦
⑧
の
『
豊
後
国
風
土
記
』
も
、
引
用
し
た
景
行
紀
の
記
事
が
設
定

す
る
枠
組
の
範
囲
内
に
あ
る
。

　
『
豊
後
国
風
土
記
』
が
景
行
紀
に
依
拠
す
る
意
味
は
、
景
行
天
皇
に
よ
る

王
化
と
い
う
中
央
政
府
の
認
識
を
在
地
の
側
か
ら
確
か
め
直
す
こ
と
に
あ

るＡ
。
こ
れ
を
支
え
る
の
が
『
日
本
書
紀
』
の
持
つ
正
史
と
し
て
の
規
範
性
に

他
な
ら
な
い
。
肥
後
和
男
が
「
中
央
に
合
わ
せ
る
形
で
地
方
伝
承
の
記
述Ｂ
」

を
し
た
と
指
摘
し
た
こ
と
の
意
味
は
こ
の
点
に
あ
るＣ
。

　
『
豊
後
国
風
土
記
』
の
内
容
は
初
め
か
ら
『
日
本
書
紀
』
に
取
材
し
、
着

想
を
得
た
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
述
べ
て
き
た

見
解
は
、『
豊
後
国
風
土
記
』
の
正
し
い
把
握
の
仕
方
に
な
る
。し
か
し
、『
豊

後
国
風
土
記
』
に
記
載
さ
れ
る
内
容
が
『
日
本
書
紀
』
の
成
立
と
は
無
関
係

に
既
に
地
元
で
定
着
し
て
い
た
可
能
性
も
捨
て
き
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。
両

書
を
兄
弟
関
係
と
み
る
説
に
通
じ
る
理
解
の
仕
方
で
あ
る
。こ
の
場
合
、『
豊

後
国
風
土
記
』
編
者
は
『
日
本
書
紀
』
の
文
辞
を
意
識
的
に
選
び
取
る
こ
と

に
よ
り
現
行
の
形
に
体
裁
を
整
え
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
そ
こ
か
ら
窺

え
る
の
は
『
日
本
書
紀
』
へ
の
強
い
依
拠
の
姿
勢
に
他
な
ら
ず
、
か
え
っ
て

『
日
本
書
紀
』
が
い
か
に
規
範
性
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
浮
き
彫
り

に
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
『
豊
後
国
風
土
記
』
の
態
度
を
重
視
す

る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
記
載
さ
れ
る
記
事
は
『
日
本
書
紀
』
に
基
づ
い
た
も
の

と
す
る
の
が
、
編
述
に
あ
た
っ
た
最
終
責
任
者
の
公
式
見
解
に
な
る
は
ず

だ
。『
豊
後
国
風
土
記
』
の
「
原
伝
承
」
成
立
の
実
情
を
問
う
こ
と
は
、
本

稿
に
お
い
て
省
略
し
て
も
よ
い
事
柄
に
属
す
る
。

四　

天
平
期
ま
で
の
伝
承
形
成
方
法

　

前
節
で
見
た
、『
日
本
書
紀
』
の
記
事
に
抵
触
す
る
こ
と
な
く
行
間
を
縫

い
合
わ
せ
、
そ
の
隙
間
を
埋
め
て
い
く
手
法
は
、
実
は
独
り
『
豊
後
国
風
土

記
』
の
み
に
特
徴
的
な
こ
と
で
は
な
い
。

　
『
出
雲
国
風
土
記
』
を
例
に
見
て
い
こ
う
。『
出
雲
国
風
土
記
』
に
は
、
国

引
神
話
の
よ
う
な
『
日
本
書
紀
』『
古
事
記
』
に
は
見
ら
れ
な
い
神
話
も
存

在
す
る
。
ヤ
ツ
カ
ミ
ヅ
オ
ミ
ヅ
ヌ
に
よ
る
国
引
は
、
こ
の
神
の
抱
い
た
「
初

行
幸
之
時
、
奉
膳
之
人
、
擬w

於

御
飲q

令p

汲w

泉
水a

即
有w

蛇

龗q
【
謂w

於
箇
美q

】。
於p

玆
、

天
皇
勅
云
「
必
将p

有p

臭
。
莫

p

令w

汲
用q
」。
因p

斯
名
曰w

臭

泉a

因
為w
村
名z
今
、
謂w

球
覃

郷q

者
訛
也
。（
直
入
郡
）

⑧
同
天
皇
（
景
行
天
皇
│
稿
者
注
）、

為e

征w

伐
土
蜘
蛛q

之
時
、
起w
行

宮
於
此
野z

是
以
、
名
曰w

宮
処

野z

（
直
入
郡
）

室q

而
居
之
。（
一
二
年
一
〇
月
）
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国
小
所p

作
」（
意
宇
郡
）
と
の
印
象
を
契
機
に
行
わ
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
。

こ
の
「
初
国
小
所p

作
」
は
、『
日
本
書
紀
』
や
『
古
事
記
』
に
見
る
イ
ザ
ナ

キ
・
イ
ザ
ナ
ミ
の
国
生
み
神
話
を
受
け
た
も
の
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
場
合
、
出
雲
国
の
創
世
神
話
と
も
位
置
付
け
ら
れ
る
国
引
神
話
が
、

中
央
の
神
話
の
後
日
譚
と
し
て
の
体
裁
を
と
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま

り
、
出
雲
独
自
の
神
話
も
中
央
の
神
話
が
行
う
時
間
設
定
と
整
合
性
が
図
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
な
るＤ
。
こ
の
事
例
は
、
中
央
政
府
の
神
話
の
存
在
を
前
提

に
し
て
い
る
点
で
、
前
節
に
見
た
『
豊
後
国
風
土
記
』
が
採
っ
た
『
日
本
書

紀
』
の
行
間
を
利
用
す
る
手
法
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

　
『
出
雲
国
風
土
記
』
に
は
さ
ら
に
別
の
類
例
も
存
在
す
る
。

所p

造w

天
下q

大
神
大
穴
持
命
、
越
八
口
平
賜
而
還
坐
時
、
来w

坐
長
江

山q

而
詔
「
我
造
坐
而
命
国
者
、
皇
御
孫
命
平
世
所p

知
、
依
奉
。
但
、

八
雲
立
出
雲
国
者
、
我
静
坐
国
、
青
垣
山
廻
賜
而
玉
珎
置
賜
守
」
詔
。

（
意
宇
郡
母
理
郷
）

　
「
青
垣
山
」
な
る
語
は
、
当
該
条
を
除
く
上
代
文
献
で
の
使
用
例
全
て
が

大
和
を
賛
美
す
る
言
葉
と
さ
れ
る
。
神
田
典
城
は
、
当
該
条
の
「
青
垣
山
」

が
出
雲
の
地
を
大
和
に
比
肩
す
る
豊
饒
の
地
た
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
意
図

的
に
用
い
た
表
現
だ
と
述
べ
るＥ
。
ま
た
、
国
を
譲
る
と
い
う
行
為
は
そ
の
土

地
の
起
源
を
語
る
本
来
の
神
話
の
在
り
方
と
大
き
く
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
点
に
注
目
し
た
松
本
直
樹
は
、
当
該
条
の
発
想
の
根
幹
に
『
日
本

書
紀
』
や
『
古
事
記
』
の
国
譲
り
神
話
が
あ
る
と
説
い
て
い
るＦ
。

所p

造w

天
下q

大
神
命
、
娶w

高
志
国
坐
神
、
意
支
都
久
辰
為
命
子
、
俾

都
久
辰
為
命
子
、
奴
奈
宜
波
比
売
命q

而
、
令p

産
神
、
御
穂
湏
湏
美
命
、

是
神
坐
矣
。（
嶋
根
郡
美
保
郷
）

　

こ
の
地
の
地
主
神
ミ
ホ
ス
ス
ミ
の
系
譜
が
記
さ
れ
る
が
、
ヌ
ナ
ガ
ハ
ヒ
メ

と
の
婚
姻
譚
の
主
人
公
は
本
来
ヤ
チ
ホ
コ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ヤ

チ
ホ
コ
と
オ
ホ
ナ
ム
チ
が
結
び
付
く
の
は
、『
古
事
記
』
で
両
者
が
亦
名
と

し
て
繋
が
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
るＧ
。
従
っ
て
、『
古
事
記
』
を
媒
介
に
す
る

こ
と
で
初
め
て
成
り
立
つ
当
該
条
の
系
譜
記
事
も
、
中
央
神
話
受
容
の
一
例

と
な
る
の
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
中
央
の
伝
承
に
依
拠
す
る
形
で
の
伝
承
形
成
は
、『
日
本
書

紀
』『
古
事
記
』
の
成
書
化
と
は
無
関
係
に
行
わ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
。
例

え
ば
、『
常
陸
国
風
土
記
』
に
よ
れ
ば
、
久
慈
郡
在
住
の
長
幡
部
は
天
孫
降

臨
神
話
に
関
わ
る
形
で
自
ら
の
始
祖
伝
承
を
保
持
し
て
い
た
。

古
老
曰
「
殊
売
美
万
命
、
自p

天
降
時
、
為p

織w

御
服a

従
而
降
之
神
、

名
綺
日
女
命
、
本
、
自w

筑
紫
国
日
向
二
所
之
峯q

至w

三
野
国
引
津
根

之
丘z

後
、
及w

美
麻
貴
天
皇
之
世a

長
幡
部
遠
祖
、
多
弖
命
、
避p

自w

三
野a

遷w

于
久
慈a

造w

立
機
殿a

初
織
之
。
…
」。

　

天
降
る
主
神
が
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
で
は
な
く
、
殊
売
美
万
命
と
記
さ
れ
る
以

上
、
当
該
伝
承
が
『
日
本
書
紀
』『
古
事
記
』
を
直
接
受
け
た
も
の
で
な
い

こ
と
は
明
ら
か
だ
。
そ
れ
で
も
天
降
り
先
が
「
筑
紫
国
日
向
二
所
之
峯
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
天
孫
降
臨
神
話
の
一
種
と
判
断
す
る
べ
き
伝
承
で
あ
る
。

た
だ
し
、
天
降
っ
た
カ
ム
ハ
タ
ヒ
メ
が
日
向
か
ら
美
濃
へ
移
動
し
て
し
ま
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
天
孫
降
臨
神
話
は
長
幡
部
に
と
り
本
来
無
縁
の
も
の
で

あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
るＨ
。

　

ま
た
、『
山
城
国
風
土
記
』
逸
文
に
よ
れ
ば
、
賀
茂
県
主
も
長
幡
部
同
様
、

天
孫
降
臨
に
随
伴
し
た
と
い
う
始
祖
伝
承
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。
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日
向
曽
之
峯
天
降
坐
神
、
賀
茂
建
角
身
命
也
、
神
倭
石
余
比
古
之
御
前

立
坐
而
、
宿w

坐
大
倭
葛
木
山
之
峯z

自p

彼
漸
遷
、
至w

山
代
国
岡
田

之
賀
茂z

…
。

　

こ
こ
で
は
「
日
向
曽
之
峯
」
に
天
降
っ
た
の
は
タ
ケ
ツ
ノ
ミ
と
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
山
背
国
を
本
拠
と
す
る
こ
の
神
単
独
の
日
向
へ
の
天
降
り
を

想
定
す
る
こ
と
は
不
自
然
で
あ
り
、
皇
祖
神
の
降
臨
に
随
従
し
た
と
理
解
す

る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

長
幡
部
・
賀
茂
県
主
両
者
に
共
通
す
る
の
は
、
天
孫
降
臨
と
い
う
誰
も
が

権
威
を
認
め
る
皇
室
の
始
祖
神
話
に
依
拠
し
つ
つ
自
ら
の
伝
承
を
形
成
す
る

姿
勢
で
あ
る
。
中
央
の
伝
承
の
存
在
を
認
め
、
そ
れ
に
擦
り
寄
る
形
で
伝
承

形
成
が
営
ま
れ
て
い
る
点
で
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
『
豊
後
国
風
土
記
』

や
『
出
雲
国
風
土
記
』
の
手
法
と
同
様
の
も
の
に
分
類
で
き
る
。
こ
う
し
た

手
法
で
は
、
凡
そ
の
内
容
が
一
致
さ
え
し
て
い
れ
ば
伝
承
の
在
り
方
と
し
て

十
分
に
事
足
り
る
こ
と
に
な
る
。
風
土
記
に
お
け
る
天
孫
降
臨
神
話
の
異
伝

の
在
り
方
を
例
に
と
れ
ば
、
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
の
天
降
り
が
示
唆
さ
れ
て
さ
え
い

れ
ば
、
そ
の
目
的
は
達
成
さ
れ
て
い
る
。
長
幡
部
・
賀
茂
県
主
両
者
の
伝
承

に
共
通
の
文
章
構
造
は
見
ら
れ
ず
、
引
用
す
る
べ
き
統
一
基
準
と
な
っ
た
文

献
の
存
在
を
想
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

五　
『
豊
後
国
風
土
記
』
の
叙
述
方
法

　
『
豊
後
国
風
土
記
』
の
場
合
、
依
拠
す
べ
き
も
の
を
景
行
紀
に
求
め
て
い

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
従
来
こ
の
点
は
、
書
承
関
係
の
証
明
と
い
う
関

心
の
置
き
所
か
ら
、『
豊
後
国
風
土
記
』
述
作
時
の
資
料
の
問
題
と
し
て
処

理
さ
れ
て
き
た
。
い
わ
ば
、『
日
本
書
紀
』
受
容
論
で
あ
る
。
無
論
、
稿
者

も
こ
れ
に
異
を
唱
え
る
つ
も
り
は
な
い
。
し
か
し
、『
日
本
書
紀
』
の
文
辞

の
引
用
の
上
に
成
り
立
つ
『
豊
後
国
風
土
記
』
が
採
っ
た
叙
述
方
法
に
は
別

の
価
値
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
。
と
い
う
の
も
、
伝
承
形
成
の
方
法

と
い
う
視
点
で
眺
め
た
時
、
天
平
期
ま
で
に
成
っ
た
現
存
す
る
文
献
の
中
に

あ
っ
て
、『
豊
後
国
風
土
記
』
は
異
例
な
存
在
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。

　

確
か
に
、
天
平
期
の
文
献
の
中
に
は
、
そ
の
叙
述
方
法
か
ら
あ
る
文
献
の

特
定
の
箇
所
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
も
あ
る
。
次
に
引
用
す
る
『
出
雲
国
風

土
記
』
楯
縫
郡
総
記
の
記
事
な
ど
は
そ
の
例
と
な
る
。

　

傍
線
を
施
し
た
部
分
の
よ
う
に
、
両
書
に
類
似
の
表
現
が
存
在
す
る
。
さ

ら
に
、
司
令
神
の
異
な
り
か
ら
『
古
事
記
』
の
受
容
ま
で
含
め
て
論
じ
ら
れ

る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
た
だ
し
、「
千
尋
栲
縄
（
紲
）」
に
注
目
す
る
と
、『
日

本
書
紀
』
で
は
オ
ホ
ナ
ム
チ
の
宮
殿
の
壮
大
さ
そ
の
も
の
を
示
す
手
段
と
し

て
使
わ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、『
出
雲
国
風
土
記
』
で
は
宮
殿
を
作
る
際
の

尺
度
を
示
す
も
の
に
改
め
ら
れ
て
い
るＩ
。
両
書
の
内
容
面
に
は
明
ら
か
な
異

所e

以
号w

楯
縫q

者
、
神
魂
命
詔

「
吾
十
足
天
日
栖
宮
之
縦
横
御
量
、

千
尋
栲
紲
持
而
、
百
八
十
結
々
下

而
、
此
天
御
量
持
而
、
所p

造w

天

下q

大
神
之
宮
造
奉
」
詔
而
、
御

子
天
御
鳥
命
、
楯
部
為
而
、
天
下

給
之
。
尓
時
、
退
下
来
坐
而
、
大

神
宮
御
裝
楯
造
始
給
所
、
是
也
。

（『
出
雲
国
風
土
記
』
楯
縫
郡
）

時
高
皇
産
霊
尊
、
乃
還w

遣
二

神a

勅w

大
己
貴
神q

曰
「
…
又
汝

応p

住
天
日
隅
宮
者
、
今
当
供
造
、

即
以w

千
尋
栲
縄a

結
為w

百
八
十

紐z

其
造p

宮
之
制
者
、
柱
則
高

大
。
板
則
広
厚
。
…
又
供w

造
百

八
十
縫
之
白
楯z

又
当
主w

汝
祭

祀q

者
、
天
穂
日
命
是
也
」。（
神

代
紀
第
九
段
一
書
第
二
）
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な
り
が
生
じ
て
い
る
。
文
体
の
違
い
を
差
し
引
い
て
も
、『
出
雲
国
風
土
記
』

の
態
度
は
、『
豊
後
国
風
土
記
』
に
見
た
よ
う
な
厳
密
な
意
味
で
の
引
用
と

は
異
な
る
の
で
あ
る
。
前
節
で
『
出
雲
国
風
土
記
』
の
『
日
本
書
紀
』『
古

事
記
』
受
容
の
例
と
し
て
挙
げ
た
事
柄
も
、
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
内
容

と
の
整
合
性
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
『
豊
後
国
風
土
記
』
の
よ
う
に
細
か
な

表
現
ま
で
が
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

も
っ
と
も
、『
日
本
書
紀
』
に
は
文
献
の
引
用
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
る

箇
所
も
存
在
す
る
。『
釈
日
本
紀
』
に
よ
れ
ば
、
壬
申
紀
に
は
従
軍
者
の
日

記
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
し
か
し
、
壬
申
紀
の
引
用
は

記
録
の
転
写
や
正
確
性
を
期
し
た
態
度
の
現
れ
で
あ
り
、『
豊
後
国
風
土
記
』

の
引
用
態
度
と
は
目
的
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
伊
吉
連
博
徳
書
』

の
よ
う
に
、
外
国
関
係
記
事
に
関
わ
る
と
こ
ろ
で
文
献
名
を
示
しＪ
、
時
に
長

文
で
あ
っ
て
も
煩
を
厭
わ
ず
に
引
用
す
る
例
も
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
本

文
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
を
別
文
献
に
よ
っ
て
も
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ

の
引
用
態
度
は
壬
申
紀
に
通
じ
る
も
の
で
、『
日
本
書
紀
』
の
文
辞
の
引
用

と
い
う
形
で
特
定
の
文
献
を
下
敷
き
に
新
た
な
叙
述
を
行
っ
た
『
豊
後
国
風

土
記
』
と
は
異
な
る
。

　

神
代
紀
に
目
を
向
け
れ
ば
、
第
十
段
の
本
文
は
諸
一
書
の
文
辞
の
組
み
合

わ
せ
か
ら
成
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
るＫ
。
し
か
し
、
本
文
・
諸
一

書
間
で
話
の
内
容
に
差
異
が
乏
し
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
第
十
段
に
お
い

て
、
本
文
が
一
書
を
抜
書
き
す
る
際
に
ど
う
し
て
も
そ
の
一
書
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
必
然
性
を
求
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
も

『
豊
後
国
風
土
記
』
の
景
行
紀
引
用
と
は
性
格
が
異
な
る
。

　

一
方
、
神
代
紀
第
九
段
で
は
、
天
孫
の
降
臨
と
そ
の
後
の
移
動
を
語
る
場

面
の
文
辞
が
、
本
文
・
一
書
第
一
・
同
第
二
・
同
第
四
・
同
第
六
で
酷
似
し

て
い
る
。
王
権
神
話
の
根
幹
と
な
る
部
分
で
あ
る
だ
け
に
、
こ
の
例
な
ど
は

権
威
へ
の
依
拠
と
い
う
『
豊
後
国
風
土
記
』
と
共
通
の
態
度
の
現
れ
で
あ
る

可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
文
字
面
ま
で
追
っ
た
形
で
依
拠
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
文
献
が
存
在
し
て
い
た
の
な
ら
、
天
孫
降
臨
の
場
面
の
よ
う
な
文
辞

の
一
致
は
、
本
文
・
諸
一
書
間
で
も
っ
と
遍
在
し
て
い
る
べ
き
だ
ろ
う
。
た

だ
し
、
こ
の
よ
う
な
例
が
大
勢
を
占
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
神
代
紀
を

貫
く
原
理
に
な
っ
て
い
る
と
は
決
し
て
言
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
『
日
本
書
紀
』
を
見
る
限
り
、『
豊
後
国
風
土
記
』
の
よ
う
な
方
法
は
未
だ

普
遍
的
な
も
の
と
し
て
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。し
か
し
、『
豊

後
国
風
土
記
』
以
後
に
成
立
し
た
奈
良
時
代
の
『
藤
氏
家
伝
』
や
、
平
安
期

の
『
古
語
拾
遺
』『
新
撰
亀
相
記
』『
住
吉
大
社
神
代
記
』
な
ど
は
、『
日
本

書
紀
』
や
『
古
事
記
』
の
引
用
の
中
に
独
自
の
主
張
を
織
り
交
ぜ
て
い
るＬ
。

つ
ま
り
、
引
用
さ
れ
る
文
献
自
体
の
持
つ
力
に
ま
で
依
拠
す
る
よ
う
に
な
る

の
で
あ
る
。
伝
承
形
成
の
在
り
方
を
こ
の
よ
う
に
見
通
し
た
時
、『
豊
後
国

風
土
記
』
の
果
た
し
た
役
割
は
非
常
に
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
豊
後
国
風
土
記
』
を
境
に
伝
承
形
成
方
法
が
変
質

し
て
い
る
事
実
が
現
象
と
し
て
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

六　

九
州
諸
国
風
土
記
に
お
け
る
『
豊
後
国
風
土
記
』
の
位
置

　

た
だ
し
、『
日
本
書
紀
』
の
引
用
か
ら
成
り
立
つ
風
土
記
は
、『
豊
後
国
風

土
記
』
以
外
に
も
存
在
す
る
。
九
州
諸
国
の
甲
類
風
土
記
で
あ
る
。
は
じ
め

に
触
れ
た
よ
う
に
、『
豊
後
国
風
土
記
』
と
『
肥
前
国
風
土
記
』
が
一
括
の

も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
理
由
の
一
つ
は
こ
の
点
に
あ
る
。
こ
の
他
に
も
、
両



〔　　〕20

書
は
郡
の
書
出
し
な
ど
の
書
式
面
で
も
一
致
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
九
州
諸

国
風
土
記
の
成
立
の
背
景
に
は
、
通
説
の
通
り
大
宰
府
の
大
き
な
指
導
力
が

あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。そ
の
大
宰
府
か
ら
の
指
令
の
一
つ
に
、『
日

本
書
紀
』
の
参
照
と
い
う
項
目
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
『
日

本
書
紀
』
と
の
文
辞
の
一
致
が
多
々
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際

の
『
日
本
書
紀
』
の
利
用
方
法
は
各
国
で
異
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。『
肥

前
国
風
土
記
』
の
冒
頭
部
分
を
、『
日
本
書
紀
』
と
比
較
す
る
形
で
引
用
し

て
み
よ
う
。

　

両
書
の
大
き
な
相
違
点
は
「
火
国
」
の
命
名
者
で
あ
る
。『
日
本
書
紀
』

は
景
行
天
皇
と
し
て
い
る
が
、『
肥
前
国
風
土
記
』
は
「
所e

以
号w

火
国a

知w

其
尓
由q

」
と
結
ば
れ
て
い
る
よ
う
に
景
行
天
皇
と
し
て
お
ら
ず
、
引
用

文
の
前
で
崇
神
天
皇
を
命
名
者
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
肥
前

国
風
土
記
』
は
景
行
紀
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
も
の
の
、
そ
の
引
用
は

崇
神
天
皇
に
よ
る
命
名
を
追
認
す
る
形
で
行
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。『
豊

後
国
風
土
記
』
が
景
行
紀
に
掲
載
さ
れ
る
地
名
起
源
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
形

で
引
用
し
て
い
た
の
と
は
異
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
『
日
本
書
紀
』

に
対
す
る
微
妙
な
態
度
の
差
異
に
起
因
す
る
こ
と
だ
ろ
う
が
、
両
者
の
説
話

形
成
の
論
理
は
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。『
日
本
書
紀
』
な

ど
の
内
容
と
異
な
る
こ
と
を
述
べ
る
際
、
そ
こ
に
触
れ
な
い
と
い
う
方
法
を

採
ら
な
い
『
肥
前
国
風
土
記
』
の
方
法
は
、『
豊
後
国
風
土
記
』
の
そ
れ
と

は
別
の
も
の
で
あ
る
。『
日
本
書
紀
』
に
依
拠
す
る
形
で
自
ら
の
主
張
を
行

う
手
法
は
、『
肥
前
国
風
土
記
』
よ
り
も
『
豊
後
国
風
土
記
』
の
方
に
よ
り

顕
著
に
現
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
逸
文
風
土
記
は
ま
と
ま
っ
た
分
量
で
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
全
体
像

が
不
明
な
た
め
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
言
及
は
憶
測
の
域
を
出
な
い
。
し
か
し
、

『
釈
日
本
紀
』
に
残
さ
れ
る
『
筑
前
国
風
土
記
』
大
三
輪
神
条
や
『
筑
後
国

風
土
記
』
生
葉
郡
条
は
、『
日
本
書
紀
』
に
類
似
の
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
何
れ
も
『
日
本
書
紀
』
と
異
な
る
文
辞
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
同
じ
く
『
釈
日
本
紀
』
所
収
の
『
肥
後
国
風
土
記
』
総
記
は
、
先
に

引
用
し
た
『
肥
前
国
風
土
記
』
の
内
容
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
『
日
本

書
紀
』
へ
の
依
拠
の
度
合
は
、『
豊
後
国
風
土
記
』
と
比
較
し
て
小
さ
い
印

象
を
受
け
る
。
勿
論
、
こ
れ
ら
三
風
土
記
に
は
、『
日
本
書
紀
』
を
踏
襲
し

纏
向
日
代
宮
御
宇
大
足
彦
天
皇
、

誅w

球
磨
贈
於q

而
、
巡w

狩
筑
紫

国q

之
時
、
従w

葦
北
火
流
浦q

発

船
、
幸w

於
火
国z

度p

海
之
間
、

日
没
夜
冥
、
不p

知p

所p

著
。
忽

有w

火
光a

遥
視w

行
前z

天
皇

勅w

棹
人q

曰
「
直
指w

火
処q

」。

応p

勅
而
往
、
果
得p

著p

崖
。
天

皇
下p

詔
曰
、「
火
燎
之
処
、
此
号

p

何
界
。
所p

燎
之
火
、
亦
為p

何

火
」。
土
人
奏
言
、「
此
是
火
国
八

代
郡
火
邑
也
。
但
不p

知w

火

主q

」。
于p

時
天
皇
、
詔w

群
臣q

曰
「
今
此
燎
火
、
非w

是
人
火z

所e

以
号w

火
国a

知w

其
尓
由q

」。

（『
肥
前
国
風
土
記
』
総
記
）

従w

葦
北q

発
船
到w

火
国z

於
是
、

日
没
也
。
夜
冥
、
不p

知p

著p

岸
。

遥
視w

火
光z

天
皇
詔w

挾
杪
者q

曰
「
直
指w

火
処q

」。
因
指p

火
往

之
。
即
得p
著p

岸
。
天
皇
問w

其

火
光
之
処q
曰
「
何
謂
邑
也
」。
国

人
對
曰
「
是
八
代
県
豊
村
」。
亦

尋w

其
火q

「
是
誰
人
之
火
也
」。

然
不p

得p

主
。
玆
知
、
非w
人
火z

故
名w

其
国q

曰w

火
国q

也
。（
景

行
紀
一
八
年
五
月
）
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た
と
思
し
き
逸
文
も
確
認
さ
れ
る
。
し
か
し
、
右
に
挙
げ
た
例
の
存
在
か
ら
、

『
日
本
書
紀
』
に
対
す
る
態
度
は
『
豊
後
国
風
土
記
』
の
そ
れ
よ
り
も
『
肥

前
国
風
土
記
』
に
近
い
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　

か
つ
て
小
島
憲
之
は
九
州
諸
国
甲
類
風
土
記
を
念
頭
に
、「
日
本
書
紀
を

当
時
の
古
典
と
し
た
こ
と
は
天
平
以
降
の
一
般
の
傾
向Ｍ
」
だ
と
述
べ
た
。
こ

の
小
島
の
指
摘
を
受
け
て
本
稿
が
強
調
し
た
い
こ
と
は
、『
豊
後
国
風
土
記
』

が
『
日
本
書
紀
』
を
「
古
典
」
と
し
て
扱
っ
た
最
初
期
に
位
置
し
、
そ
の
嚆

矢
と
な
っ
た
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、『
日
本
書
紀
』
を
「
古
典
」
と

す
る
こ
と
に
よ
り
、
伝
承
形
成
の
方
法
が
、
既
存
の
伝
承
の
内
容
と
の
類
似

と
い
う
漠
然
と
し
た
も
の
か
ら
、
文
辞
を
踏
ま
え
る
と
い
う
具
体
的
な
も
の

に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、『
豊
後
国
風
土
記
』
を
そ
の
画
期
と

し
て
位
置
付
け
る
こ
と
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
が
、
結
果
と
し
て
見
通
し
を

述
べ
る
に
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
論
じ
尽
く
せ
な
か
っ
た
個
々
の
文
献
に
即

し
た
分
析
は
別
稿
に
譲
る
こ
と
に
す
る
。

注（
１
）　

井
上
通
泰
「
肥
前
国
風
土
記
に
就
い
て
」（『
歴
史
地
理
』
五
八
│
三
、
一
九

三
一
年
）・
同
『
肥
前
風
土
記
新
考
』（
巧
人
社
、
一
九
三
四
年
）。

（
２
）　

倉
野
憲
司
「
風
土
記
」（『
日
本
文
学
史　

第
三
巻　

大
和
時
代
下
』、
三
省

堂
、
一
九
四
三
年
）・
小
島
憲
之
「
記
紀
翻
案
史
を
た
ど
る
」（『
国
語
国
文
』

一
四
│
四
、
一
九
四
四
年
）・
平
田
俊
春
「
九
州
風
土
記
の
成
立
と
日
本
書
紀
」

（『
日
本
古
典
の
成
立
の
研
究
』、
日
本
書
院
、
一
九
五
九
年
）・
瀬
間
正
之
「『
豊

後
国
風
土
記
』・『
肥
前
国
風
土
記
』
の
文
字
表
現
」（『
上
智
大
学
国
文
学
科
紀

要
』
二
二
、
二
〇
〇
五
年
）
他
。

（
３
）　

井
上
通
泰
前
掲（
１
）『
肥
前
風
土
記
新
考
』・
坂
本
太
郎
「
風
土
記
と
日
本

書
紀
」（
坂
本
太
郎
著
作
集
四
『
風
土
記
と
万
葉
集
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八

八
年
）・
関
和
彦
「
九
州
『
風
土
記
』
と
『
日
本
書
紀
』」（
古
代
文
学
講
座
一

〇
『
古
事
記
・
日
本
書
紀
・
風
土
記
』、
勉
誠
社
、
一
九
九
五
年
）
他
。

（
４
）　

佐
佐
木
信
綱
「
風
土
記
」（『
上
代
文
学
史
』
上
、
東
京
堂
、
一
九
四
八
年
）・

坂
本
太
郎
「
風
土
記
」「
九
州
地
方
風
土
記
補
考
」（
坂
本
太
郎
著
作
集
六
『
大

化
改
新
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
）。

（
５
）　

八
木
毅
「
九
州
風
土
記
覚
書
」（『
古
風
土
記
・
上
代
説
話
の
研
究
』、
和
泉

書
院
、
一
九
八
八
年
）。

（
６
）　

倉
野
憲
司
前
掲（
２
）・
小
島
憲
之
「
風
土
記
の
述
作
」（『
上
代
日
本
文
学
と

中
国
文
学
』
上
、
塙
書
房
、
一
九
六
二
年
）

（
７
）　

井
上
通
泰
前
掲（
１
）『
肥
前
風
土
記
新
考
』。

（
８
）　

小
島
憲
之
前
掲（
６
）。

（
９
）　

秋
本
吉
郎
「
九
州
及
び
常
陸
国
風
土
記
の
編
述
と
藤
原
宇
合
」（『
風
土
記
の

研
究
』、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
六
三
年
）。
な
お
、
現
在
で
は
さ
ら
に
成
立

時
期
を
絞
り
込
み
、
天
平
五
年
の
奥
書
を
持
つ
『
出
雲
国
風
土
記
』
と
同
じ
頃

と
み
な
す
説
が
有
力
な
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、
こ
れ
に
は
否
定
的
な
見
解
も
提

出
さ
れ
て
い
る
（
荊
木
美
行
「
九
州
地
方
の
風
土
記
に
つ
い
て
（
一
）
│
成
立

時
期
を
め
ぐ
っ
て
│
」『
古
代
史
研
究
と
古
典
籍
』、
皇
学
館
大
学
出
版
部
、
一

九
九
六
年
）。
た
だ
し
、
本
稿
の
関
心
と
し
て
は
、『
豊
後
国
風
土
記
』
が
『
日

本
書
紀
』
成
立
後
の
文
献
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば
良
い
の
で
、
こ
の
問

題
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。

（
10
）　

長
谷
川
一
浩
「
景
行
天
皇
と
九
州
風
土
記
」（『
歴
史
手
帖
』
一
七
│
五
、
一

九
八
九
年
）・
西
別
府
元
日
「『
豊
後
国
風
土
記
』
の
成
立
」（『
風
土
記
の
考
古

学
④
『
豊
後
国
風
土
記
』
の
巻
』、
同
成
社
、
一
九
九
五
年
）。

（
11
）　

肥
後
和
男
「
肥
前
国
風
土
記
・
豊
後
国
風
土
記
」（『
風
土
記
抄
』、
弘
文
堂

書
房
、
一
九
四
二
年
）
三
九
四
頁
。

（
12
）　

第
二
節
で
引
用
し
た
②
の
記
事
で
は
、
佐
婆
津
か
ら
海
部
郡
宮
浦
へ
と
い
う

『
日
本
書
紀
』
に
は
見
え
な
い
航
路
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
佐
婆
津
が
起

点
と
な
っ
た
航
海
中
の
出
来
事
を
語
っ
た
記
事
は
国
埼
郡
総
記
に
も
見
え
る
。



〔　　〕22

し
か
し
周
防
国
佐
婆
津
と
い
う
豊
後
国
の
外
部
の
地
を
出
発
地
点
と
す
る
発
想

自
体
『
日
本
書
紀
』
に
学
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
秋
本
吉
郎
前
掲（
９
）は

「
個
々
の
伝
承
ご
と
に
書
紀
の
記
載
の
都
合
の
よ
か
る
べ
き
箇
所
に
関
連
づ
け

た
も
の
で
あ
る
」（
二
一
五
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
景
行
紀
を
尊
重
す
る
『
豊

後
国
風
土
記
』
の
態
度
に
揺
る
ぎ
は
無
い
。

（
13
）　

原
田
雅
子
「『
出
雲
国
風
土
記
』
に
お
け
る
「
国
引
き
神
話
」
の
意
義
」（
早

稲
田
大
学
国
文
学
会
二
〇
〇
五
年
度
秋
季
大
会
口
頭
発
表
、
於
・
早
稲
田
大
学
、

二
〇
〇
五
年
）。

（
14
）　

神
田
典
城
「
出
雲
国
風
土
記
に
あ
ら
わ
れ
た
神
話
的
世
界
」（『
日
本
神
話
論

考　

出
雲
神
話
篇
』、
笠
間
書
院
、
一
九
九
二
年
）。

（
15
）　

松
本
直
樹
『
出
雲
国
風
土
記
注
釈
』（
新
典
社
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
16
）　

松
本
直
樹
前
掲（
15
）。

（
17
）　

拙
稿
「
天
孫
降
臨
と
随
伴
神
│
「
記
紀
神
話
」
論
に
む
け
て
│
」（『
国
文
学

研
究
』
一
四
七
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
18
）　

松
本
直
樹
前
掲（
15
）。

（
19
）　

毛
利
正
守
「
日
本
書
紀
冒
頭
部
の
意
義
及
び
位
置
づ
け
」（『
国
語
と
国
文
学
』

八
二
│
一
〇
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
20
）　

太
田
善
麿
「
神
代
紀
「
海
宮
遊
行
章
」
考
」（『
古
代
日
本
文
学
思
潮
論
Ⅲ
│

日
本
書
紀
の
考
察
│
』、
桜
楓
社
、
一
九
六
二
年
）。

（
21
）　
『
藤
氏
家
伝
』
に
つ
い
て
は
『
日
本
書
紀
』
と
の
兄
弟
関
係
を
主
張
す
る
説

も
あ
る
が
、
両
書
の
成
立
年
代
か
ら
『
日
本
書
紀
』
の
影
響
を
も
考
え
る
べ
き

で
あ
る
。
矢
嶋
泉
「『
家
伝
』
の
資
料
性
」（『
藤
氏
家
伝
【
鎌
足
・
貞
慧
・
武

智
麻
呂
伝
】
注
釈
と
研
究
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）
参
照
。

（
22
）　

小
島
憲
之
前
掲（
６
）六
五
四
頁
。

※　
『
出
雲
国
風
土
記
』
を
除
く
「
風
土
記
」
と
『
日
本
書
紀
』
の
引
用
は
日
本
古

典
文
学
大
系
に
依
っ
た
。『
出
雲
国
風
土
記
』
の
引
用
は
松
本
直
樹
『
出
雲
国
風

土
記
注
釈
』（
注（
15
））
に
依
っ
た
。
た
だ
し
、
分
注
は
【　

】
内
に
入
れ
た
。

ま
た
、
一
部
私
に
表
記
を
改
め
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

新　

刊　

紹　

介

日
下　

力
著

『
い
く
さ
物
語
の
世
界

 

│
│
中
世
軍
記
文
学
を
読
む
』

　
「『
平
家
物
語
』
を
代
表
と
す
る
こ
の
国
の
い
く

さ
の
物
語
は
、
戦
争
と
い
う
現
実
に
向
か
い
、
ど

れ
ほ
ど
の
距
離
を
持
っ
て
、
言
葉
を
選
び
と
る
行

為
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。」
こ
の
深
い
問
い
に

始
ま
る
本
書
は
『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』『
平

家
物
語
』『
承
久
記
』
の
四
作
品
に
亘
り
、
い
く

さ
物
語
の
表
現
世
界
を
新
書
の
形
で
解
り
易
く
著

し
た
一
冊
で
あ
る
。

　

作
品
が
生
ま
れ
る
背
景
か
ら
、
い
く
さ
が
物
語

や
人
々
に
も
た
ら
し
た
明
暗
に
つ
い
て
丁
寧
に
分

析
・
解
説
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
物
語
と
し
て
の
描

写
・
技
法
に
つ
い
て
も
実
に
多
面
的
に
追
究
が
な

さ
れ
て
い
る
。
更
に
第
六
章
「
い
く
さ
物
語
の
強

さ
」
で
は
、
過
酷
な
記
憶
か
ら
紡
が
れ
た
物
語
の

も
つ
「
強
さ
」
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
作

品
に
戦
後
六
〇
余
年
を
経
た
今
日
に
も
通
ず
る
普

遍
性
を
感
じ
る
。

　

な
お
本
書
は
一
貫
し
て
、
い
く
さ
物
語
が
所
謂

叙
事
詩
と
は
異
な
る
性
質
を
有
す
る
と
い
う
視
座

の
も
と
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
本
書
を
読
む
こ
と

で
自
ず
と
そ
の
意
は
明
確
な
も
の
と
な
る
だ
ろ

う
。

（
二
〇
〇
八
年
六
月　

岩
波
書
店　

新
書
判　

二

二
六
頁　

税
込
七
七
七
円
） 

〔
齋
藤
直
寿
〕


